
内　　　　　　　　　容 回数 曜日 講義時間 講　　　　師 講座開始日

A 20回 水 15:15～16:45
服部　和

神戸外国語大卒
4月15日

B 20回 土 17:00～18:30
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
4月18日

A 20回 木 15:15～16:45
服部　和

神戸外国語大卒
4月16日

B 20回 金 18:45～20:15
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
4月17日

初級、中級クラスの流れを受けて、ロシア語の
文章を読む上で必須の副動詞、形動詞の知識の
習得を目指します

20回 土 18:45～20:15
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
4月18日

ロシア語の初歩から始めるコースです。毎回、
受講生たちによる「皆に話したい」という発表
タイムが好評です

10回 隔週土 10:30～12:00
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
4月18日

A
やさしい言葉を用いて、ロシア語の表現力・聞
き取りなど総合力を高めます

20回 月 18:15～19:45
難波　忠清

日ユ協会愛知県連専任講師
4月13日

B
「アンナ・カレーニナ」をゆっくり読みながら
文法の復習をします

10回 隔週土 10:30～12:00
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
4月25日

A 初級文法クラスを終えた人を対象にします 20回 土 13:30～15:00
アリビーナ・ブレンコーワ

ユジノサハリンスク教育大学卒
4月18日

B
文法修了者を対象とした会話能力の向上をはか
ります

20回 火 13:30～15:00
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
4月14日

C 初級者を対象としたやさしい会話のクラスです 20回 水 18:45～20:15
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
4月15日

D
文法修了者を対象として日常会話の会話力・読
解力の向上をはかります

20回 土 15:15～16:45
アリビーナ・ブレンコーワ

ユジノサハリンスク教育大学卒
4月18日

начальный курс японского языка
（個人レッスンも相談に応じます）

20回 金 13:30～15:00
市川　春季　他

日ユ協会愛知県連専任講師
4月17日

受講料45,000円（10回クラスは22,500円）入学金10,000円【会員割引】ユーラシア協会会員は入学金50％、受講料15％割引

第188期（2020年4月～2020年9月）　＜ロシア語講座受講案内＞

会
話
ク
ラ
ス

特別講座
基礎日本語

初めてロシア語を学ぶ人のための入門コース
学期末には簡単な会話ができるようになります

初級クラスの続きをおこないロシア語文法の中
核をなす名詞、形容詞の格変化の全体像の習得
を目指します

クラス

初
級

中
級

上級

ゆっくり楽しく
コース

ゼ

ミ
ナ
ー

ル
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日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です

愛知版 No.603

（ニュース、投稿は下記へ）
〒461-0004
名古屋市東区葵1-22-26
日本ユーラシア協会愛知県連合会

電話 052-932-7211

メールアドレス eurasia_aichi@yahoo.co.jp ホームページ http://nichiyu2015.webcrow.jp

３
月
15
日
（
日
）
11
時
か
ら

第
21
回
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
愛
知
民
主
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

１
階
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
11
時
か
ら
16
時
ま
で

サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
の
黒
パ

ン
や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

シ
ン
デ
レ
ラ
、
ソ
バ
の

実
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
バ
ラ

ジ
ュ
ー
ス
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
産
ボ
ル
シ
チ
の
素
、

ラ
ト
ビ
ア
産
イ
ワ
シ
の

燻
製
の
オ
イ
ル
漬
け
、

燻
製
イ
ワ
シ
の
ペ
ー
ス

ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
産
の

ワ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
産
プ
ラ
ト
ー

ク
や
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
、
チ
ェ

ブ
ラ
ー
シ
カ
グ
ッ
ズ
な
ど
の
民

芸
品
も
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。２

階
の
会
場
で
は
12
時
か
ら

新
入
会
員
歓
迎
会
が
開
か
れ
、

そ
の
後
昼
食
タ
イ
ム
と
な
り
ま

す
。
ボ
ル
シ
チ
（
３
０
０
円
）
、

「
揚
げ
ピ
ロ
シ
キ
」
（
２
０
０

円
）
と
ロ
シ
ア
風
紅
茶
（
１
０

０
円
）
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
「
自
分
の
名
前
を
ロ

シ
ア
語
で
書
い
て
み
よ
う
」
の

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

午
後
の
日
本
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

諸
国
の
文
化
交
流
で
は
、
山
崎

タ
チ
ア
ナ
先
生
、
ア
リ
ビ
ー
ナ
・

ブ
レ
ン
コ
ー
ワ
先
生
、
エ
レ
ー

ナ
・
ス
タ
ル
チ
ェ
ン
コ
さ
ん
に

よ
る
ロ
シ
ア
語
人
形
劇
「
В
е

р
ш
к
и

и

к
о
р
е
ш
к

и
」
（
お
百
姓
と
熊
―
蕪
と
ラ

イ
麦
）
を
皮
切
り
に
、
合
唱
団

「

ミ

ー

ル

」

に

よ

る

合

唱

（
「
ア
ム
ー
ル
河
の
波
」
、

「
ウ
ラ
ル
の
ぐ
み
の
木
」
、

「
前
線
に
も
春
が
来
た
（
鶯
）
」
、

「
バ
イ
カ
ル
湖
の
ほ
と
り
」
）
、

そ
し
て
”
デ
ュ
オ
・
エ
ク
イ
ノ
ッ

ク
ス“

に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
と

ギ
タ
ー
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
”

デ
ュ
オ
・
エ
ク
イ
ノ
ッ
ク
ス

“

は
バ
イ
オ
リ
ン
の
山
口
美
夕

鶴
さ
ん
と
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク

出
身
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ガ

ラ
ガ
ノ
フ
さ
ん
の
コ
ン
ビ
で
、

２
０
１
７
年
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
豪
華
景
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
が
あ
り
ま

す
。参

加
費
は
今
年
か
ら
会
員
及

び
一
般
の
方
も
無
料
で
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【写真】2017年の”デュオ・エクイノックス”

第
22
回
ユ
ー
ラ
シ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ロ
シ
ア
語
人
形
劇
や
合
唱
団
「
ミ
ー
ル
」
、

そ
し
て
”
デ
ュ
オ
・
エ
ク
イ
ノ
ッ
ク
ス“

３
月
15
日
（
日
）
11
時
～
16
時

愛
知
民
主
会
館
１
Ｆ
～
２
Ｆ

第75回ロシア語能力検定試験
5月30日（土）10：00～ 2級 14：00～ 4級

5月31日（日）10：00～ 1級 14：00～ 3級

会場 愛知民主会館２F会議室

検定試験直前対策講座
5月17日（日）10：00～12：00 4級 市川春季講師

13：00～15：00 3級 山崎タチアナ講師

名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園

内
、
旧
陸
軍
墓
地
の
一
角
に
、

日
露
戦
争
で
捕
虜
と
な
り
名
古

屋
で
亡
く
な
っ
た
15
名
の
ロ
シ

ア
兵
士
の
墓
碑
と
慰
霊
塔
が
あ

り
ま
す
。
１
９
９
０
年
に
発
見

さ
れ
た
当
時
、
墓
碑
は
一
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名

古
屋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
や
在

大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
の

調
査
に
よ
り
15
名
全
員
の
名
前

が
判
明
し
、
１
９
９
３
年
に
墓

地
は
修
復
、
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
以
降
毎
年
4
月

の
第
１
日
曜
日
に
日
本
ユ
ー
ラ

シ
ア
協
会
愛
知
県
連
と
名
古
屋

ハ
リ
ス
ト
正
教
会
が
共
同
で
慰

霊
祭
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
４
月
５

日
（
日
）
午
後

２
時
よ
り
ロ
シ

ア
兵
士
墓
地
慰

霊
祭
を
お
こ
な

い
ま
す
。
在
大

阪
ロ
シ
ア
連
邦

総
領
事
館
リ
ャ
ボ
フ
総
領
事
お

よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
と
ロ
シ

ア
と
の
友
好
・
親
善
を
す
す
め

る
会
、
一
般
社
団
法
人
日
ロ
友

好
愛
知
の
会
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
会
員
、
日
ロ
交
流
に
関
心
を

持
つ
方
々
の
参
加
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
リ
ャ
ボ
フ
総
領
事
よ
り

慰
霊
塔
の
修
理
と
墓
碑
の
修
復

な
ど
の
申
し
出
が
あ
り
、
昨
年

末
に
修
理
・
修
復
が
完
了
し
ま

し
た
。

お
花
見
を
兼
ね
て
是
非
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【写真】昨年の慰霊祭の様子

多
く
の
会
員
の
参
加
を

４
月
５
日
（
日
）
14
時
～

平
和
公
園
に
て

第
30
回
ロ
シ
ア
兵
士
墓
地
慰
霊
祭
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丸
木
位
里
・
俊
夫
妻
が
30
年

の
歳
月
を
か
け
て
描
い
た
「
原

爆
の
図
」
15
作
の
中
か
ら
、
第

2
部
《
火
》
と
名
古
屋
在
住
の

大
津
定
信
さ
ん
の
作
品
５
点
を

展
示
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
よ
り

ピ
ー
ス
あ
い
ち
が
続

け
て
き
た
「
原
爆
の

図
」
展
は
今
回
が
５

回
目
、
第
２
部
《
火
》

に
は
、
紅
蓮
の
炎
に

包
ま
れ
る
人
々
の
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

大
津
さ
ん
は
、
初
夏
で
美
術

家
。
広
島
、
長
崎
、
沖
縄
を
何

度
も
訪
れ
、
原
爆
や
沖
縄
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
で
平
和
を
訴
え

て
い
ま
す
。

入
場
料

大
人

６
０
０
円

小
中
高
生

２
０
０
円

（
入
館
料
大
人
３
０
０
円
、
小

中
高
生
１
０
０
円
を
含
む
）

開
館
時
間

11
時
～
16
時

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

休
館
日

日
曜
日
、
月
曜
日

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ピ
ー
ス
あ
い
ち
へ
の
行
き
方

地
下
鉄
東
山
線
「
一
社
」
駅

1
番
出
口
か
ら
北
へ
徒
歩
12
分

地
下
鉄
東
山
線
「
上
社
」
駅

か
ら
上
社
11
系
統
「
じ
あ
み
」

下
車
、
西
へ
徒
歩
３
分

今
回
初
め
て
サ
モ
ワ
ー
ル
お
茶

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
出
身

の
オ
リ
ガ
さ
ん
の
お
話
は
、
広

い
ロ
シ
ア
を
知
る
た
め
の
、
ま

た
新
し
い
手
掛
か
り
の
ひ
と
つ

と
な
り
ま
し
た
。
ソ
連
時
代
は

誰
も
が
知
っ
て
い
る
町
、
ウ
リ

ヤ
ノ
フ
ス
ク
が
今
の
若
い
ロ
シ

ア
人
に
は
「
そ
れ
っ
て
ど
こ
な

の
？
」
・
・
・
。

私
も
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
が
、
対
岸
が

見
え
な
い
ほ
ど
の
広
い
大
河
、

ヴ
ォ
ル
ガ
川
岸
に
あ
り
緑
豊
か

な
町
と
聞
く
と
、
映
画
で
見
た

よ
う
な
あ
ん
な
所
か
な
ぁ
な
ど

と
思
い
浮
か
べ
、
行
き
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
た
オ
リ

ガ
さ
ん
が
誇
り
を
持
っ
て
ピ
オ

ネ
ー
ル
の
一
員
と
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
半
年
後
に
は
ソ

連
崩
壊
で
ピ
オ
ネ
ー
ル
も
あ
っ

け
な
く
解
散
。
そ
の
時
の
価
値

観
の
変
わ
り
よ
う
に
は
驚
く
べ

き
も
の
が
あ
り
、
オ
リ
ガ
さ
ん

の
お
ば
あ
さ
ん
は
長
い
間
そ
の

事
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
は
多
く
の

民
族
が
集
ま
っ
て
い
る
町
で
、

オ
リ
ガ
さ
ん
の
親
友
も
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
タ
タ
ー
ル
人
と
の
こ

と
。国

の
体
制
が
変
わ
る
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？
多
民
族
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
同
じ
地
域
で
生

活
す
る
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？
な

ど
な
ど
実
際
に
体
験
さ
れ
て
い

る
方
の
お
話
を
聞
く
の
は
と
て

も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
詳
し
く
お
聞
き
で
き
る

機
会
が
ま
た
あ
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

当
日
は
サ
ハ
リ
ン
風
パ
イ
や

ケ
ー
キ
な
ど
、
服
部
先
生
お
手

製
の
ロ
シ
ア
料
理
を
味
わ
い
な

が
ら
ロ
シ
ア
の
お
話
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
て
大
満
足
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

１
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
ロ
シ
ア
語
教
室
で
２
年
ぶ
り

の
新
春
サ
モ
ワ
ー
ル
お
茶
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
ウ
リ
ヤ
ノ

フ
ス
ク
出
身
の
ロ
シ
ア
人
鈴
木

オ
リ
ガ
さ
ん
で
す
。
鈴
木
さ
ん

ご
夫
妻
と
６
歳
と
３
歳
の
か
わ

い
い
お
嬢
ち
ゃ
ん
た
ち
を
囲
ん

で
楽
し
い
お
茶
会
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
オ
リ
ガ
さ
ん
に
故
郷

の
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
語
で
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
向
こ
う
岸
も
見
え

な
い
、
ま
る
で
海
の
よ
う
な
大

河
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
の
ほ
と
り
に

あ
る
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
は
白
樺

や
モ
ミ
や
松
の
森
に
囲
ま
れ
た

緑
豊
か
な
町
で
、
昔
は
シ
ン
ビ
ー

ル
ス
ク
と
い
う
名
前
で
し
た
が
、

レ
ー
ニ
ン
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

こ
と
か
ら
彼
の
本
名
ウ
リ
ヤ
ノ

フ
に
ち
な
ん
で
１
９
２
４
年
か

ら
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
と
言
う
名

前
に
な
り
ま
し
た
。
ソ
連
時
代

は
超
有
名
な
町
だ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
今
で
は
学
校

の
歴
史
の
時
間
に
レ
ー
ニ

ン
や
革
命
の
こ
と
は
ほ
ん

の
少
し
し
か
教
え
ら
れ
な

い
の
だ
そ
う
で
「
30
歳
以
下
の

ロ
シ
ア
人
は
ウ
リ
ヤ
ノ
フ

ス
ク
を
知
ら
な
い
」
と
残

念
そ
う
な
オ
リ
ガ
さ
ん
で

し
た
。
今
回
は
ロ
シ
ア
語

学
習
者
（
か
つ
て
勉
強
し

て
い
た
人
も
）
の
他
に
日

本
語
勉
強
中
の
ア
メ
リ
カ

人
の
青
年
や
「
ロ
シ
ア
だ

け
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
添
乗
員

の
方
な
ど
も
参
加
さ
れ
、

ヴ
ィ
ネ
グ
レ
ッ
ト
（
ビ
ー

ツ
の
サ
ラ
ダ
）
、
シ
ャ
ル

ロ
ト
カ
（
リ
ン
ゴ
の
ケ
ー
キ
）
、

サ
ハ
リ
ン
風
の
鮭
の
パ
イ
な
ど

ロ
シ
ア
風
の
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
オ

リ
ガ
さ
ん
の
日
本
語
が
あ
ま
り

に
お
上
手
な
の
で
途
中
か
ら
す

べ
て
日
本
語
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ソ
連
時
代
に
ウ
リ

ヤ
ノ
フ
ス
ク
で
子
ど
も
時
代
を

過
ご
し
、
そ
の
後
の
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
の
時
代
を
体
験
さ
れ
た

オ
リ
ガ
さ
ん
の
お
話
に
み
ん
な

興
味
深
々
で
し
た
。

（
服
部

和
）

【写真】お茶会参加者のみなさん

第
７
回
新
春
サ
モ
ワ
ー
ル
お
茶
会
報
告

ウ
リ
ヤ
ノ
フ
ス
ク
に
つ
い
て

ゲ
ス
ト

鈴
木
オ
リ
ガ
さ
ん

【写真】たくさんの料理とお菓子

体
制
が
変
わ
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

サ
モ
ワ
ー
ル
お
茶
会
に
参
加
し
て

ロ
シ
ア
語
講
座
受
講
生

Ｗ
さ
ん

丸
木
位
里
・
俊
「
原
爆
の
図
」
と
大
津
定
信
展

２
月
４
日
（
火
）
～
３
月
28
日
（
土
）

ピ
ー
ス
あ
い
ち
で
開
催

《
ピ
ー
ス
あ
い
ち
企
画
展
》

３
月
18
日
（
水
）
19：

00
開
演

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

（
２
０
１
８
年
１
月
収
録
）

４
月
15
日
（
水
）
19：

00
開
演

「
ラ
イ
モ
ン
ダ
」
（
２
０
１
９

年
収
録
）

５
月
20
日
（
水
）
19：

00
開
演

「
ジ
ゼ
ル
」
（
２
０
２
０
年
収

録
）

６
月
17
日
（
水
）
19：

00
開
演

「
ジ
ュ
エ
ル
ズ
」
（
２
０
２
０

年
収
録
）

モ
ス
ク
ワ
の
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇

場
で
鑑
賞
し
て
い
る
よ
う
な
臨

場
感
溢
れ
た
舞
台
、
そ
し
て
本

企
画
な
ら
で
は
の
お
楽
し
み
で

あ
る
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
独
占
映

像
と
幕
間
の
出
演
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
日
本
で
は
な
か
な
か
視
聴

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。

ボ
リ
シ
ョ
イ
が
世
界
最
高
峰
の

バ
レ
エ
団
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
ご
確
認
い
た
だ

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
も

各
作
品
１
夜
限
り
の
限
定
上
映

を
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
１
か
月
前
頃
か

ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
全
国
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
順
次
発
売
予

定
。
全
席
指
定

大
人
３
７
０

０
円
、
学
生
１
５
０
０
円

愛
知
県
民
主
会
館
建
設
基
金

募
応
募
者
（
敬
称
略
）

（
1
月
１
日
～
1
月
31
日
）

榊
原
享
子

田
口
龍
司

市
川
春
季

多
田
重
則

合
計
６
８
．
０
０
０
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

名
古
屋
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
へ

「
オ
ル
ジ
ャ
ス
の
白
い
馬
」
を

見
に
行
き
ま
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
草
原
が
美

し
か
っ
た
。
時
代
は
ソ
連
が
崩

壊
し
た1
9
9
0

年
代
。
オ
ル
ジ
ャ

ス
は
両
親
と
二
人
の
妹
と
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
父

親
は
馬
20
頭
を
大
き
な
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
友
人
二
人
と
と
も

に
市
場
へ
売
り
に
行
く
。
白
い

馬
は
オ
ル
ジ
ャ
ス
の
馬
だ
と
言
っ

て
残
し
て
い
く
。
オ
ル
ジ
ャ
ス

も
市
場
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

と
せ
が
む
が
、
「
遠
い
か
ら
ダ

メ
だ
。
母
親
の
ト
マ
ト
の
収
穫

を
手
伝
え
」
と
言
わ
れ
る
。

オ
ル
ジ
ャ
ス
の
父
の
友
人
は

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
仔
猫
を
持
っ

て
き
て
い
て
、
市
場
で
売
る
の

だ
と
言
っ
て
い
た
。
オ
ル
ジ
ャ

ス
の
父
は
そ
の
う
ち
の
1
匹
の

仔
猫
を
も
ら
う
。
市
場
で
20
頭

の
馬
の
買
い
手
が
見
つ
か
り
、

車
で
1
時
間
く
ら
い
の
と
こ
ろ

ま
で
馬
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
言

わ
れ
後
を
つ
い
て
い
く
。
だ
が

彼
ら
は
途
中
で
オ
ル
ジ
ャ
ス
の

父
た
ち
3
人
を
銃
で
撃
っ
て
殺

し
、
払
っ
た
金
を
取
り
返
す
。

犯
人
の
一
人
が
オ
ル
ジ
ャ
ス
の

父
の
腕
時
計
を
盗
る
。

そ
の
夜
、
母
の
ア
イ
グ
リ
の

も
と
へ
警
察
か
ら
連
絡
が
い
く
。

葬
儀
を
終
え
た
オ
ル
ジ
ャ
ス
の

一
家
の
も
と
へ
突
然
ア
イ
グ
リ

の
元
夫
・
カ
イ
ラ
ー
ト
（
森
山

未
來
）
が
8
年
ぶ
り
に
現
れ
る
。

オ
ル
ジ
ャ
ス
の
実
の
父
親
だ
と

い
う
こ
と
を
黙
っ
て
い
る
こ
と

を
条
件
に
、
従
兄
弟
の
家
ま
で

同
行
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
カ

イ
ラ
ー
ト
は
無
口

な
が
ら
も
、
オ
ル

ジ
ャ
ス
に
寄
り
添

い
、
馬
で
一
緒
に

草
原
を
駆
け
抜
け

る
。
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
言
葉
の

少
な
い
二
人
は
、
お
互
い
に
絵

の
才
能
を
認
め
合
い
、
い
つ
し

か
心
を
通
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
カ
イ
ラ
ー
ト
が
彫
っ

た
馬
の
彫
刻
を
オ
ル
ジ
ャ
ス
に

渡
し
、
オ
ル
ジ
ャ
ス
は
色
を
塗
っ

て
も
い
い
か
と
聞
き
、
自
分
の

馬
と
同
じ
白
い
色
を
塗
る
。

と
こ
ろ
が
従
兄
弟
の
家
ま
で

の
道
中
で
ア
イ
グ
リ
た
ち
の
車

が
故
障
し
て
し
ま
う
。
カ
イ
ラ
ー

ト
と
オ
ル
ジ
ャ
ス
は
馬
で
町
ま

で
行
き
、
カ
フ
ェ
で
従
兄
弟
に

連
絡
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
カ
フ
ェ
で
、
亡

き
父
親
の
腕
時
計
を
し
た
男
を

見
つ
け
た
オ
ル
ジ
ャ
ス
は
カ
イ

ラ
ー
ト
に
そ
の
こ
と
を
話
す
。

ソ
連
崩
壊
後
の
、
混
乱
し
た

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
状
況
が
描
か

れ
て
い
た
。
こ
の
物
語
は
実
際

に
あ
っ
た
馬
飼
い
の
兄
弟
が
殺

さ
れ
た
事
件
を
ヒ
ン
ト
に
作
ら

れ
て
い
る
。
突
然
父
親
を
失
っ

た
家
族
の
こ
と
を
思
い
、
虚
無

感
、
喪
失
の
痛
み
、
奪
わ
れ
た

希
望
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
描
き
た

い
と
エ
ル
ラ
ン
・
ヌ
ル
ム
ハ
ン

ベ
ト
フ
監
督
は
語
っ
て
い
る
。

オ
ル
ジ
ャ
ス
に
残
さ
れ
た
の

は
白
い
馬
と
、
白
い
馬
の
彫
り

物
、
そ
し
て
白
い
仔
猫
、
父
親

の
腕
時
計
だ
っ
た
。（

田
口
龍
司
）

２
０
１
９
年
日
本
・
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
合
作
映
画

81
分

監
督：

竹
葉
リ
サ
、
エ
ル
ラ
ン
・

ヌ
ル
ム
ハ
ン
ベ
ト
フ

ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
・
イ
ン
・
シ
ネ
マ

ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ
を
映
画
で

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
シ
ネ
マ
で
上
映

混
乱
期
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で

父
と
子
の
交
流
を
描
く

「
オ
ル
ジ
ャ
ス
の
白
い
馬
」


